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平成28年度用「未来へひろがる数学」観点別特色一覧表
１．教育基本法（教育の目標）第2条及び（学校教育）第6条第2項，学校教育法との関連
	教育基本法・学校教育法
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	教育基本法第二条

一　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこと。
	多種多様な題材を取り上げ，幅広い知識と教養を身につけられるよう配慮するとともに，生徒が主体的に真理を求める態度が養えるようなコーナーを設け，豊かな情操と道徳心を培えるよう配慮しています。


	○章末に「千思万考」の問題を設定し，幅広い知識を身につけるとともに，真理を追究する態度が養えるようにしています。

○コラム｢数学展望台｣を適宜設定し，幅広い知識と教養を身につけられるようにしています。

○1年本冊前見返しは「他人に感謝の気持ちを伝える場面と数学」というテーマで，豊かな情操と道徳心を培うことを目指し，2年本冊前見返しは「オリンピックの優勝記録を数学で考える」，3年本冊前見返しは「数学を使っておよその数を知る」というテーマで真理を追究する態度を養えるようにしています。
○MathNaviブック(別冊)に，学習した内容を活用し，調べた例を紹介する「学びをいかそう」を設け，幅広い知識と教養を身につけられるようにしています。
○MathNaviブック(別冊)「自由研究に取り組もう」では，自由研究の進め方，レポート例，多様なテーマ例を紹介し，幅広い知識と教養を身につけ，真理を追究する態度を養えるようにしています。
	→1年本冊p.134，2年本冊p.33，3年本冊p.193等
→1年本冊p.113，2年本冊p.135，3年本冊p.185等
→1年本冊前見返し，2年本冊前見返し，3年本冊前見返し
→1年別冊p.20-21，2年別冊p.14-15，3年別冊p.26-27等

→1年別冊p.34-43，2年別冊p.28-35，3年別冊p.36-45

	教育基本法第二条

二　個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。
	生徒が主体的に学習できるようなコーナーを設け，自主及び自律の精神を養えるようにするとともに，職業や生活と関連する題材を豊富に取り上げるようにしています。

	○自分の考えを表現したり，自分や他者の考え，学習内容を記録したりすることを重視し，｢学習の進め方｣，｢みんなで話しあってみよう｣，｢自分のことばで伝えよう｣，｢自分の考えをまとめよう｣を設定し，個人の価値を尊重して，自主及び自律の精神を養えるようにしています。

○生活との関連を重視し，生活の中から数学的な課題を見つけたり，数学を利用して身のまわりの問題を解決したりする「身のまわりへひろげよう」を設定しています。
○MathNaviブック(別冊)「学びをつなげよう」で関連する既習の内容を確認することで，主体的な学びを通して自主及び自律の精神を養えるようにしています。
○「博物館の入場者数」，「ナースウォッチ」，「盗難保険のしくみ」等，職業と関連する題材を設け，職業や勤労への意識が高まるよう工夫しています。
○MathNaviブック(別冊)「数学を活用している人たち」のコーナーで，職業と数学との関連を紹介することで，勤労を重んずる態度を養えるようにしています。

	→各学年本冊p.6-11，1年本冊p.41，2年本冊p.108，3年本冊p.76等
→1年本冊p.47-49，2年本冊p.80-81，3年本冊p.188-189等
→1年別冊p.10-11，2年別冊p.20-21，3年別冊p.16-17等

→1年本冊p.47-49，130-131，2年本冊p.204-205

→1年別冊表紙裏-p.1，2年別冊表紙裏-p.1，3年別冊表紙裏-p.1

	教育基本法第二条

三　正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。
	　性別による役割を固定せず，生徒一人ひとりが他人を尊重しながら，互いに協力し，学習を進めていけるよう配慮しています。
	○「みんなで話しあってみよう」を設定し，話しあい活動を通じて，友達の考えのよいところを認めあうなど，自他の敬愛と協力する態度が養えるようにしています。 

○「ボランティア活動」，「車いすバスケットボール」，「点字」，「バリアフリー新法」等の題材を設定し，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画する意識を養えるようにしています。 
	→1年本冊p.167，2年本冊p.101，3年本冊p.109等
→1年本冊p.80-81，2年本冊p.46-47，49，202-203，3年本冊p.180

	教育基本法第二条

四　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。
	自然環境に関する題材を適宜取り上げることで，生命を尊び，自然環境の保全に寄与する態度の育成につなげています。
	○「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」等の題材を設定し，自然を敬う気持ちを培ったり，自然環境の保全を考えたりできるように配慮しています。
○「素数ゼミ」の発生周期を考えることで，生命の尊さを感じられるようにしています。
	→1年本冊p.53，249-251，3年本冊p.113，3年別冊p.42-43
→3年本冊p.30

	教育基本法第二条

五　伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。
	日本の伝統文化や国際理解につながる題材を用意し，我が国と郷土を愛し，他国の尊重と国際理解につながるようにしています。
	○1年1章1節の学習のとびらでは，日本各地の「日本一」を紹介することで，我が国と郷土への理解と愛着がもてるようにしています。 

○「勘者御伽双紙」，「さっさ立て」，「塵劫記」，「日本の文化と数」，「曲尺」，「算額」等の題材を取り上げ，日本の伝統のよさを感じ取れるように配慮しています。
○「リオデジャネイロオリンピック開会式会場」，「時差」，「フィンランドの伝統工芸ヒンメリ」，「ユークリッド原論」，「エラトステネスのふるい」等の題材を取り上げ，他国の文化や国際社会への理解が深まるようにしています。
	→1年本冊p.12-13
→2年本冊p.34-35，55，119，131，2年別冊p.34-35，3年本冊p.248-249，256-257

→1年本冊p.149，.252，1年別冊p.28-29，2年本冊p.147，3年本冊p.39

	教育基本法第六条

2　前項の学校においては,教育の目標が達成されるよう,教育を受ける者の心身の発達に応じて,体系的な教育が組織的に行われなければならない。この場合において，教育を受ける者が,学校生活を営む上で必要な規律を重んずるとともに,自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視して行われなければならない。
	　数学を学習していく上での心構えが確認できるコーナーを設けたり，自ら進んで学習できるよう素材の選び方や，展開を工夫したりしています。
	○各学年本冊巻頭に「学習の進め方」を設定し，これから数学を学習していく上で，大切にしたいことや，ノートのまとめ方などを確認できるようにしています。
○節ごとに学習のとびらを設け，目的意識を持って主体的に学習できるような素材を取り上げています。

○MathNaviブック(別冊)巻頭に「数学を活用している人たち」を設定し，数学の学習と職業との関連を紹介することで，数学の学習に取り組む意欲が高まるようにしています。

○MathNaviブック(別冊)に「学びをいかそう」のコーナーを設け，各章で身につけた知識・技能を活用して身のまわりのことがらを調べた例を紹介することで，学習意欲が高まるように工夫しています。
	→1年本冊p.6-11，2年本冊p.6-11，3年本冊p.6-11
→1年本冊p.136-137，2年本冊p.12-14，3年本冊p.164等

→1~3年別冊表紙裏-p.1 
→1年別冊p.24-25，2年別冊p.6-7，3年別冊p.6-7等

	学校教育法第三十条

②　前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。
	　基礎的な知識・技能の習得と，それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他の能力を育むことについては，どちらかに偏ることなく，バランスよく取り上げられるよう配慮しています。
	○本編中の「問」と同程度の問題で，反復により定着がはかれる問題を「力をつけよう　くり返し練習」に取り上げ，基礎的な知識・技能の定着がはかれるようにしています。

○各章末の「基本のたしかめ」では，その章で学習した基本のことがらが身についているかを確認できるようにし，問題の右側に確認しておきたい内容とそれを学習したページを記載することで，できなかった場合にふり返って学習できるようにしています。

○「身のまわりへひろげよう」では，その章で学習した内容を使って，主体的に身のまわりの問題を解決できるような展開にしています。

○各章に配置した「千思万考」では，その章の学びをいかして思考力を育むことができる問題を用意しています。また，数学広場の「数学を通して考えよう」では，章や領域をまたがる内容や幅広い知識などをもとに解決できるような題材を設け，思考力・判断力・表現力を育めるようにしています。
	→1年本冊p.223-231，2年本冊p.167-174，3年本冊p.207-214
→1年本冊p.50，2年本冊p.115，3年本冊p.110等
→1年本冊p.130-131，2年本冊p.162-163，3年本冊p.148-149等

→1年本冊p.103，257，
2年本冊p.166，200-201，
3年本冊p.63，250-251等


２．学習指導要領　中学校数学の目標との関連
　　数学の目標：数学的活動を通して，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。

	学習指導要領中学校数学の目標
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	1 数学的活動を通して取り組むこと
	生徒が目的意識を持って主体的に学習に取り組めるよう配慮しています。
	○各節の学習のとびらでは，説明活動や話しあい活動を設定し，主体的に学習が進められるよう配慮しました。また，学習のとびらでは，とびらのテーマと以降その節で学習していく目標を示し，目的意識を持って取り組めるようにしています。
○項タイトルの横に，各項で学習していく目標を記載し，目的意識を持って学習が進められるようにしています。
	→1年本冊p.136-137，2年本冊p.46，3年本冊p.138等
→1年本冊p.62，2年本冊p.108，3年本冊p.22等

	2 数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得すること
	数学的な概念・原理・法則を，具体的な例を通してわかるように工夫しています。

また，「～の意味（意義，必要性）を理解すること」を一層充実させ，その上で身につけるように工夫しています。


	〈1年〉
○正の数・負の数の計算では，小学校で学んだ数の四則計算を基にして，それが自然に発展していくようにしています。また，第3節「正の数・負の数の利用」を新設し，その有用性が実感できるようにしています。
○方程式を使って問題を解決する手順を，段階を踏んで丁寧に展開するようにしています。

○平面図形，空間図形の学習では，特に観察・操作・実験を多く取り入れることによって，図形の概念や図形についての見方・考え方を身につけることができるようにしています。

〈2年〉

○図形の調べ方では，証明の意味やしくみ，証明の進め方について，具体例や思考の流れを示すことで，理解しやすくなるよう工夫しています。

○確率では，実験などに基づいて統計的な確率の意味を理解しやすくなるようにしています。

〈3年〉

○平方根では，その必要性がわかるよう，線分に表したり，平方根を用いて処理したりする具体的な場面を充実させています。

○関数y=ax2については，関数の特徴や性質を，1，2年で学習した比例，反比例，一次関数と比較しながら調べていく展開にしています。

○円の性質では，円周角と中心角の関係を，巻末の切り取り教具などを使って，見いだし，予想し，証明するという展開にしています。
	→1年本冊p.23-44，47-49
→1年本冊p.94-95
→1年本冊p.140，143，167，172，174，192，194等

→2年本冊p.107-114
→2年本冊p.148-152，156等

→3年本冊p.40-41，43，46-47，59-60

→3年本冊p.86-87，99，102-103，105

→3年本冊p.154-157

	3 事象を数理的に考察し表現する能力を高めること
	日常生活や社会に起きていることがらを数学的にとらえたり，数学の世界のことがらを発展させたりする場面を積極的に取り入れています。

　また，考察したことや，その結果を表現する場面を意図的に設け，表現力を高める工夫をしています。
	○「身のまわりへひろげよう」では，生活の中から数学的な課題を見つけたり，身のまわりの問題を，数学を利用する活動を通して解決したりする場面を設定しています。
○数学広場「数学を通して考えよう」には，身近な場面で数学を使って解決していく課題を用意しています。

○MathNaviブック(別冊)「学びをいかそう」では，その章で学習した内容を活用して調べた例を掲載しています。また，「自由研究に取り組もう」では，数学を使って調べる視点やテーマ例を紹介し，事象を数理的に考察し表現する能力が育めるよう工夫しています。

○「自分の考えをまとめよう」で，考察したことや考えをまとめる場面を設定し，表現力を高めると同時に理解が深まるようにしています。
	→1年本冊p.130-131，2年本冊p.80-81，3年本冊p.108-109等
→1年本冊p.258-259，2年本冊p.204-205，3年本冊p.246-247

→1年別冊p.24-25，38-39，2年別冊p.10-11，3年別冊p.14-15，40-41等

→1年本冊p.183，2年本冊p.72，3年本冊p.76等

	4 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感すること
	生徒が楽しく，主体的に学習できるようにするため，「見いだし発展させる活動」，「数学を利用する活動」，「説明し伝えあう活動」を積極的に展開しています。

また，数学的な見方・考え方にふれ，それらを問題解決や新しい学習内容にいかそうとする態度が身につくよう配慮しています。
	○新しい内容の導入として節ごとの「学習のとびら」と「ひろげよう」を設定し，既習の知識をもとに，新しい性質などを見いだし，発展させる活動が行えるよう配慮しています。
○「身のまわりへひろげよう」を設定し，数学を利用する活動が行えるよう配慮しています。

○「自分のことばで伝えよう」，「みんなで話しあってみよう」のコーナーでは，数学的な表現を用いて，説明し伝えあう活動が行えるよう配慮しています。

○本文右側の余白に，「同じように考える」，「逆向きにみる」，「条件がえをする」などの「数学的な見方・考え方」の看板をつけて顕在化させ，問題設定，問題解決の視点を明確にするとともに，くり返し登場させることで，自ら学習をひろげる視点をもてるよう工夫しています。
	→1年本冊p.65，86，2年本冊p.64，153，3年本冊p.64-65，136等
→1年本冊p.47-49，2年本冊p.143，3年本冊p.164-165等

→1年本冊p.122，2年本冊p.75，3年本冊p.145等

→1年本冊p.9，33，2年本冊p.9，69，3年本冊p.9，34等

	5 数学を活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てること
	身につけた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しようとする態度の育成をはかっています。
	○多くの章で，学んだ知識・技能を活用できる場面を用意しています。特に，1年1章正の数・負の数，3年2章平方根には，利用の節を新設し，学んだことがらを活用しようとする態度を育めるようにしています。
○章末問題に「千思万考」を設け，その章で学習した内容を使って，じっくり考えて解決できるような課題を用意しています。
○MathNaviブック(別冊)「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識を総合的に活用できるよう，多様な視点，切り口でテーマ例を示しています。
	→1年本冊p.47-49，3年本冊p.59-60等
→1年本冊p.134，2年本冊p.89，3年本冊p.85等

→1年別冊p.42-43，2年別冊p.32-33，3年別冊p.42-43等


３．各地の特色ある教育への対応　
	観　点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	きめ細かな個に応じた指導ができるよう，習熟度別指導，補充的な学習，発展的な学習などに対応できるよう工夫されているか。
	教科書本冊を本編（各章）とオプション（力をつけよう，数学広場）の２部構成にし，さらに多様な学習形態と生徒の個に応じた主体的な学習のためにMathNaviブック(別冊)を用意しています。

本冊本編では，学習指導要領の範囲を網羅した必修内容を扱っています。「力をつけよう」は，家庭で学習するときや授業中に早く「問」を解き終わってしまったときなどに取り組む問題，「数学広場」は興味・関心などに応じて学習する内容で構成しています。

「MathNaviブック(別冊)」は既習の内容の確認と学習したことがらの活用を中心に構成していますが，必要なものを必要に応じて取り扱えるようにしています。

なお，｢本編｣は時間配当をしていますが，｢力をつけよう｣，｢数学広場｣，「MathNaviブック(別冊)」は，全員が一律に学習する必要のない配当時間外の内容として位置づけています。

標準時数

配当時数

予備時数

1年

140

123

17

2年

105

90

15

3年

140

116

24


	○生徒個々の興味・関心に応じて課題を選択し，意欲的に学習に取り組めるように，「数学広場」で，深化・発展課題の「ひろがる数学」，課題学習にも使える「数学を通して考えよう」，反復練習と応用力をつける「力をつけよう」のコーナーを設けています。

　さらに，MathNaviブック(別冊)には，既習の内容が確認できる「学びをつなげよう」，学んだことがらがいかされている身のまわりの場面や学習のひろがりを紹介する「学びをいかそう」，数学を使った自由研究を誘う「自由研究に取り組もう」，本冊の章末などの「問題の解答」を掲載し，個に応じた学習や自学自習ができるよう配慮しています。

←　　　必修(コア)／配当時間内　　　　　→

←選択(オプション)／配当時間外→

本冊

本編

力をつけよう

数学広場

←             選択(オプション)／配当時間外             →

MathNaviブック
（別冊）
学びをつなげよう

自由研究に取り組もう

解答

学びをいかそう

　

○本冊「力をつけよう　くり返し練習」，MathNaviブック(別冊)「学びをつなげよう」は，補充的な学習の題材としてもご使用いただけます。
○本冊「ひろがる数学」，「数学を通して考えよう」，MathNaviブック(別冊)「自由研究に取り組もう」は，発展的な学習の題材としてもご使用いただけます。

	地域の環境，素材や施設，人材を活かした学習ができるように配慮されているか。
	素材は，特定の地域だけを集中的に取り上げることがないように，できるだけ広範囲にわたるよう配慮しています。
	○国内で取り上げた地域は，ほぼ全国にわたり，各地域の特色にあわせて学習が展開できるようにしています。
	→1年本冊p.12-13，113，166，別冊p.38-39，2年本冊p.13，別冊p.10，26，3年本冊p.146，188-189等

	放課後や土曜日を利用した教育活動などの多様な教育形態への対応は工夫されているか。
	　教科書全体として，必修(コア)部分と選択(オプション)部分を明確に区別し，特にオプション部分を多様な教育形態でも活用できるように工夫しています。
	○本冊の「力をつけよう　くり返し練習」では，本編の問と同程度の問題で反復により定着がはかれる問題を用意し，MathNaviブック(別冊)の「学びをつなげよう」では関連する既習の内容が確認できるよう，テーマとなる問題とその解説を用意することで，補充的な学習の教材として取り扱えるよう配慮しています。
○本冊の「数学広場」には，深化・発展的な学習の教材として取り上げられるような課題を用意しています。

○MathNaviブック(別冊)の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう」は，探究的な学習の教材としても取り扱えるような展開にしています。
	→1年本冊p.223-231，別冊p.4-7，2年本冊p.167-174，別冊p.4-5，3年本冊p.207-214，別冊p.4-5等
→1年本冊p.243，258-259，2年本冊p.192-193， 3年本冊p.237等

→1年別冊p.40-41，2年別冊p.22-23，3年別冊p.44-45等


４．内容の選択・取扱い

	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	①　基礎的・基本的な内容の習得

	基礎的・基本的な内容の確実な習得をはかるための配慮がされているか。
	基礎・基本の確実な定着をはかるため，スモールステップの展開にしたり，丁寧に解説したり，操作的活動を多く取り入れたりするなど，展開を工夫しています。
	○正の数・負の数では，具体的な事象を通して正の数・負の数を考察して概念形成をはかり，正の数・負の数になじめるようにしています。

○空間図形では章全体を通して，観察や操作など，身近な具体物と対比させて考察し，より実感をともなった理解がしやすくなるよう配慮しています。

○例，例題にはタイトルをつけ，学習の内容がはっきりとわかるようにし，復習するときにも役立つようにしています。

○例題の解答のうち，ノート形式で示しているものは標準解と位置づけ，分数を2行で示すなど生徒がノートに書くときの見本となるようにするとともに，途中式などを省略せず，丁寧に記述しています。
	→1年本冊p.12-18
→1年本冊p.166-199
→1年本冊p.84，2年本冊p.43，3年本冊p.56等

→1年本冊p.88，2年本冊p.42，3年本冊p.123等

	既習の内容を定着させるため，学び直し，くり返し学習，反復（スパイラル）による指導の内容は充実しているか。
	新しく学習する内容で，既に学習した内容と関連するものについて，意図的に再度取り上げることが生徒の理解を深めたりひろげたりするのに有効な場合には，学び直しの機会を設けるよう配慮しています。
	○新しい学習に入るときに，「ふりかえり」で関連する既習内容を示すことによって，ふり返りながら学習が進められるよう工夫しています。「ふりかえり算数」，「ふりかえり○年」のように学習した学年も示し，学習のつながりも意識できるようにしています。

○「基本のたしかめ」では，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を充実させています。また，各問題に対応させて，確認している内容と該当ページを示し，生徒自身が自己評価した後，ふり返って学習をすることができるようにしています。

○「力をつけよう　くり返し練習」では，家庭で学習するときや，授業中に早く「問」が終わってしまったときなどに，くり返し取り組める問題を用意しています。
○MathNaviブック(別冊)の「学びをつなげよう」では，その章と関連する既習の内容を示し，つまずきやすいことがらについて，学び直しができるようにしています。
	→1年本冊p.81，2年本冊p.47，3年本冊p.132等

→1年本冊p.77，2年本冊p.86，3年本冊p.150等
→1年本冊p.223-231，2年本冊p.167-174，3年本冊p.207-214

→1年別冊p.22-23，2年別冊p.8-9，3年別冊p.8-9等

	内容の程度は，生徒の発達段階に即して適切であるか。
	本文の内容は，次の原則にしたがって展開しています。

・具体から抽象へ

・易から難へ

・基礎的なものから発展的なものへ

また，指導内容の取り扱いは，それぞれの学年の生徒の発達段階を考慮した表現や方法をとっています。
	○１年の正の数・負の数の計算，文字の式，方程式，2年の式の計算，連立方程式，3年の式の展開と因数分解，平方根，二次方程式など，基礎的・基本的な内容については指導のステップを細かくし，丁寧に説明しています。

○具体的な「例」を豊富にし，はじめて学ぶ生徒にもわかりやすくしています。

○「例題」は標準的なもので普遍性があって利用度の高いものを厳選し，できるだけ「考え方」を入れて，解決の糸口がつかめるようにしています。
	→1年本冊p.21-25，54-56，84-85，2年本冊p.28-29，3年本冊p.24-25等
→2年本冊p.37等

→1年本冊p.88，2年本冊p.43等

	全国学力・学習状況調査で明らかになったような，生徒のつまずきなどの課題に対して適切な対応がとられているか。
	全国学力・学習状況調査問題を研究・分析し，生徒のつまずきやすい部分にも配慮しました。問題Aに関しては，ステップを細かくしたり，解説を丁寧にしたり，練習問題を増やしたりしています。問題Bに関しては，証明の根拠を丁寧に示したり，考え方や理由を説明したり，考えをまとめたりする場面や問題を設けるなど工夫しています。
	○［課題］方程式をつくって問題を解決するために数量の関係を的確にとらえられない。
→1年3章2節方程式の利用で，方程式を使って問題を解決する手順を丁寧に記述しています。また，以降に続く例題の「考え方」も丁寧に記述しています。
○［課題］証明の意味と必要性の理解ができていない。
→2年4章2節1項「証明とそのしくみ」で，あることがらが成り立つことを説明するにはどうすればよいかを考える「自分のことばで伝えよう」を設置しています。また，2項「証明の進め方」では，証明を考えていく視点を示しています。

○［課題］あることがらが成り立つ理由を説明できない。
→「みんなで話しあってみよう」や「自分のことばで伝えよう」のコーナーでは，成り立つことがらと成り立つ理由を問う場面を適宜設定し，説明する力が育めるようにしています。
	→1年本冊p.94-98
→2年本冊p.108，112-113

→1年本冊p.122，2年本冊p.123，3年本冊p.97等

	単元などの目標は工夫して示されているか。
	　各節，項ごとに学習の目標を示し，見通しをもって学習が進められるように配慮しています。
	○各節の導入である学習のとびらでは，とびらのテーマとその章や節での目標を生徒向けのことばで示し，見通しをもった学習活動ができるよう工夫しています。

○各項のタイトルの横に，その項での目標を示すようにしています。
	→1年本冊p.54-55，2年本冊p.107，3年本冊p.194-195

→1年本冊p.56，2年本冊p.154等

	②　思考力・判断力・表現力

	思考力・判断力・表現力等を育成するための配慮がされているか。
	　既習のことがらをもとに新しい性質を見いだしたり，答えを求めるだけではなく，その考え方を問う場面も適宜設け，思考力・判断力・表現力が育成できるようにしています。
	○「章末問題」の最後にじっくり考えて解決する「千思万考」の問題を設け，思考力が育めるようにしています。

○問題解決や問題設定に必要な思考，判断のきっかけとして，数学的な見方・考え方の看板に「同じように考える」「逆向きにみる」「すでに学んだ形にする」などのキーワードを取り入れ，自らそのような考え方ができるように工夫しています。
	→1年本冊p.79，2年本冊p.117，3年本冊p.153

→1年本冊p.33，2年本冊p.69，3年本冊p.34等

	課題学習を各学年で適切に位置づけられるような配慮がなされているか。
	生徒の興味・関心を高め，生徒の主体的な学習も促す課題学習を充実させ，見いだした課題を解決する学習として位置づけています。
	○「数学広場」では，各章の内容と関連する深化・発展的な内容を「ひろがる数学」で，また，各章の内容を総合的に活用して解決していく内容を「数学を通して考えよう」で取り上げ，課題学習として取り上げることも可能にしています。
	→1年本冊p.242，257，2年本冊p.192-193，196-197，3年本冊p.244-245，246-247等

	③　言語活動

	言語活動の充実をはかり，思考力・判断力・表現力等を育成するための配慮がされているか。
	知識・技能・考え方を活用する場面を設定するとともに，根拠や手順等を説明する場面の設定や思考力・判断力・表現力等をくり返し育めるよう配慮しています。
	○「自分のことばで伝えよう」，「みんなで話しあってみよう」，「自分の考えをまとめよう」のコーナーでは，自分の考えを他者にわかりやすく伝える場面，他者と自分の考えを比較して，よりよい考えへと高めていく場面，ノートやレポートなどに考えを整理する場面などを設け，思考力・判断力・表現力が高まるよう工夫しています。
	→1年本冊p.195，2年本冊p.72，3年本冊p.76等

	数学的な言葉や概念を使用して考えたり，根拠を明確にして説明したりする活動の工夫がされているか。
	　答えを求めるだけでなく，その考え方や筋道を考える場面を設定し，それらを説明することにより，表現力の向上がはかれるようにしています。
	○「自分のことばで伝えよう」，では，成り立つことがらとその理由を考え，説明したりする場面を多く設けています。
	→1年本冊p.32，2年p.75，3年p.160等

	言語活動の充実のための説明し伝えあう活動，話しあいなどのグループ学習，協働的な学びが工夫されているか。
	　話しあいの場面を適宜設け，主体的に学習に取り組めるようにするとともに，他者の考えに触れることで理解を深め，協働的な学びができるようにしています。
	○「みんなで話しあってみよう」では，答えや考え方が複数あるような場面を設け，話しあいにより，他者の考えに触れることで，理解がより深まるようにしています。また，各節の「学習のとびら」には，話しあいや説明活動の場面を設定し，協働的な学習ができるよう工夫しています。
	→1年本冊p.72，2年p.153，3年p.164等

	言葉，数，式，表，図，グラフを活用して自分の考えをまとめ，説明，表現する活動の工夫がされているか。
	　これまで学習してきたことをふり返り，自分の考えをまとめる場面を設定しています。
	○「自分の考えをまとめよう」では，これまでの学習をまとめたり，学習した知識・技能を活用して調べたことをまとめたりする場面を設け，言葉，数，式，表，図，グラフを使ってまとめる力が育めるよう工夫しています。
	→1年本冊p.148，2年p.27，3年p.100等

	言語活動の充実のため，ノートの書き方やまとめ方について配慮されているか。
	　学習したことの理解が深まるようなノートの書き方の工夫やまとめ方について，生徒の参考になるような配慮をしています。
	○巻頭に「ノートをくふうして，学習に役立てよう」というページを設け，ノートのとり方の参考となるようにしています。

○例題の「解答」のうち，標準的な記述の解答をノート形式にし，生徒がノートに書くときの参考となるようにしています。
	→各学年本冊p.10-11
→1年本冊p.96，2年本冊p.21，3年本冊p.28等

	④　主体的な学び

	見通しや目的意識をもって問題解決に主体的に取り組めるようにするために，どのような工夫がみられるか。
	生徒がつねに，興味と関心を持って学習課題に取り組み，自主的，意欲的な学習活動が展開できるように配慮しています。
	○節ごとに「学習のとびら」を設置し，この章や節を学ぶとこんなよいことがある，こんなに役に立つという気持ちをもたせるとともに，観察，操作なども取り入れた数学的活動を行い，学習意欲を高め，目的意識をもって学習が進められるように工夫しています。

○キャラクターを登場させて，考え方のポイントを示唆したり，本文の理解を助ける説明をしたりすることで，親しみやすく，楽しく学習できて理解が深まるように工夫しています。
	→1年本冊p.104-105，2年本冊p.25，3年本冊p.106等
→1年本冊p.52，2年本冊p.90-91，3年別冊p.4等

	興味・関心をもって学習に取り組め，学習意欲を向上させるよう工夫されているか。
	数学への関心や意欲を高めるために，生徒の生活体験を重視した興味ある問題・話題や日常と関連する内容を多く取り入れています。
	○各節の「学習のとびら」，「身のまわりへひろげよう」，「数学展望台」，数学広場の「数学を通して考えよう」，MathNaviブック(別冊)の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう　テーマ例」には，学習した内容に関連のある身のまわりのことがらや歴史的な話題などを紹介し，興味をもち，意欲的に学習を進めていくことができるようにしています。

○1年，3年の巻末には，「切り取り教具」を設け，学習意欲が高まるようにしています。
	→1年本冊p.135，187，254-255，2年本冊p.147，162-163，2年別冊p.14-15，3年本冊p.179，185，3年別冊p.40-41等
→1年本冊p.264-267，3年本冊p.261-266

	学習の進め方や考え方，学習活動の取り組み方が適切に取り上げられているか。
	　数学の学習を進めていく上での心構えなどが，生徒にもわかるように工夫しています。
	○各学年の巻頭に，「学習の進め方」を設け，数学的活動を通して数学の学習が進められるよう工夫しています。
	→各学年本冊p.6-11

	⑤　活用

	数学を活用して考えたり，判断したりしようとすることが工夫されているか。
	身につけた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しようとする態度の育成をはかっています。
	○学んだ知識・技能を活用する場面を豊富に用意しました。特に，1年1章正の数・負の数，3年2章平方根には，利用の節を新設しています。

○章末問題に「千思万考」を設け，その章で学習した内容を使って，じっくり考えて解決できるような課題を用意しています。
	→1年本冊p.47-49，3年本冊p.59-60等
→1年本冊p.103，2年本冊p.54，3年本冊p.171等

	学んだ内容を活用して，生徒の個性をいかした自由研究ができるよう工夫されているか。
	　生徒が主体的に自由研究に取り組めるよう配慮しています。
	○MathNaviブック(別冊)「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識を総合的に活用できるよう，自由研究の進め方とレポート例を示すとともに，多様な視点，切り口でテーマ例を示しています。
	→1年別冊p.34-43，2年別冊p.28-35，3年別冊p.36-45等

	学習内容を日常生活や実生活・実社会と関連づけて，関心を高め，数学を学ぶ意義や有用性，数学の美しさを実感させる工夫がされているか。
	学習内容の理解や学習のひろがりや深まりなどの進歩を感じたり，学んだことを活用できるようにしたりすることを重視して，数学を学ぶことの意義や有用性を実感できるように配慮しています。
	○生活や社会との関連を重視し，生活の中から数学的な課題を見つけたり，数学を利用して身のまわりの問題を解決したりする「身のまわりへひろげよう」を設定しています。
○数学広場の「数学を通して考えよう」では，身近な場面で数学を使って問題を解決していく課題を用意しています。

○MathNaviブック(別冊)「学びをいかそう」では，各章での学習を活用して身のまわりのことがらを調べた例を紹介し，数学を学ぶ意義や有用性が実感できるようにしています。
	→1年本冊p.130-131，2年本冊p.143，3年本冊p.148-149等
→1年本冊p.252-253，2年本冊p.202-203，3年本冊p.254-255

→1年別冊p.8-9，2年別冊p.6-7，3年別冊p.18-19

	⑥　体験的な活動・ものづくり

	数学的活動として作業的・体験的な活動や具体物を用いた活動などを適切に行うことができるか。
	　作業的・体験的な活動が行いやすいよう，題材や展開を工夫しています。
	○各節の「学習のとびら」では，観察，操作などを取り入れた数学的活動を行い，学習意欲を高め，目的意識をもって学習が進められるように工夫しています。

○1年,3年の巻末には「切り取り教具」を設け,作業的・体験的な活動が行えるようにしています。
	→1年本冊p.200-201，2年本冊p.148-149，3年本冊p.114-115等

→1年本冊p.264，3年本冊p.261等


５．内容の構成・配列・分量

	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	各領域の内容は，系統的・発展的に組織・配列されているか。
	指導内容をまとまりのある章に構成し，相互の関連，生徒の心身の発達段階を考えあわせ，学習が自然に進められるよう十分配慮しています。
	○1年の図形では，平面図形と空間図形に分け，前者は図をかくことをベースに，後者は具体的な立体を観察することをベースに展開し，実感をともなった理解がはかれるようにしています。また，2年の図形では，論証の意義や証明のしくみが自然と理解できるように内容の配列を工夫しています。
○関数領域では，例えば2年の一次関数では，比例や反比例の関係と比較しながら学習を進めていくというように，既習の関数と比較しながら，学習が進められるようにしています。
○3年の数と式領域では,2年の学習の流れを受けて学習に入っていけるように，また二次方程式の指導にスムーズにつながるように，式の展開と因数分解，平方根の順に章を配列しています。
	→1年本冊p.141，142，146，168，172，174，176，2年本冊p.96，108，112-113等

→2年本冊p.56-58，63，64-65等

→3年本冊p.12-63

	生徒の心身の発達や学年の段階に応じて学習できるようになっているか。
	生徒の心身の発達や学年の段階に応じて学習ができるよう，教科書の構成，展開を工夫しています。
	○学習を進めていく上で，関連する既習の内容を「ふりかえり」で示し，スパイラルな学習ができるようにしています。
○各章に関連する既習の内容で，つまずきやすいことがらや，特におさえておいてほしいことがらについて，MathNaviブック(別冊)「学びをつなげよう」で確認できるようにしています。
	→1年本冊p.20，2年本冊p.17，3年本冊p.45等
→1年別冊p.14-15，2年別冊p.12-13，3年別冊p.20-21等

	学習指導要領に示されていない，発展的な学習内容を生徒の理解や習熟度の程度に応じて工夫して取り扱っているか。
	学習内容をさらに深化させる課題や学習指導要領の枠にとらわれない学習課題も用意し，個に応じて，あるいは生徒の興味・関心や授業時間数に応じて柔軟に扱えるように配慮しています。
	○学習指導要領に示されていない発展的な学習内容も「数学広場」やMathNaviブック(別冊)の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう」で，「発展」マークをつけて扱っています。これらの教材については，入学試験の範囲外ですが，興味・関心に応じて発展的に学習をひろげられるようにしています。
	→1年本冊p.246-247，2年本冊p.190-191，2年別冊p.33，3年本冊p.232-233，3年別冊p.14-15等

	学年間の関連が配慮されているか。
	　関連する既習の内容をふり返りながら学習できるよう配慮しています。
	○「ふりかえり」のうち，小学校の学習内容は「ふりかえり算数」，中学校の学習内容は「ふりかえり○年」のように示し，学習のつながりも意識できるようにしています。
○MathNaviブック(別冊)「学びをつなげよう」では，関連する既習内容を問題とその解説で確認できるようにするとともに，学習した学年を記載しています。
	→1年本冊p.57，2年本冊p.19，3年本冊p.69等

→1年別冊p.18-19，2年別冊p.16-17，3年別冊p.12-13等

	全体，各内容の分量と配分は，授業時数から見て適切か。
	各地域・学校や生徒の実態に応じて調整が可能になるよう，各学年の配当時間はゆとりをもって対応できるよう配分しています。

また，実際の授業を想定し，１時間の分量や授業の区切りなどを考慮して紙面を構成しています。
	○本文，練習，問題を含めて，年間の指導時数は，各学年ともゆとりをもって指導できるように工夫しています。（１年123時間，2年90時間，3年116時間）

○ページ数，問題数は増加していますが，授業の中だけではなく，自発的な学習にも教科書を使って豊かな学力を身につけていくことができるよう，配当時間外の課題を充実させています。
	

	問題の配列・分量・難易度は適切か。
	基礎的・基本的な内容に重点をおくとともに，個に応じて必要な練習ができるよう，さらに問題を用意しました。問題の程度も適切なものにしています。
	○章末の「基本のたしかめ」は，本文で学習したことがらのうち，基礎的・基本的な内容を精選して取り上げています。巻末の「力をつけよう　くり返し練習」は，本文の「問」と同程度の問題とし，個に応じて柔軟に利用できるように配慮しています。
○「章末問題」では，基本的な内容から少し応用力を問うものまで取り上げています。巻末の「力をつけよう　まとめの問題」は，学年の総仕上げができるようにしています。
	→1年本冊p.101，226等
→1年本冊p.102-103，232-238等

	2学期制，3学期制に対応できるようになっているか。
	３学期制はもとより，２学期制など柔軟なカリキュラムへも対応できるように配当時数および内容の配列に配慮しています。
	○補充的，深化・発展的な学習，くり返し練習などにも時間をあてられるように，各学年とも余裕をもたせた時間配当にしています。（1年123時間，2年90時間，3年116時間）

○カリキュラムを組む際には，「力をつけよう」，「数学広場」や「MathNaviブック(別冊)」の内容を適宜取り入れることによって，区切りのよいところで学期末を迎えることができます。
	

	自己評価や観点別評価など，評価を行う場面が工夫されているか。
	指導者の立場からは評価規準の設定に役立ち，生徒の立場からは自己評価や相互評価に役立つような箇所を設定しています。
	○「自分のことばで伝えよう」等，表現活動の場面を本文中に設定し，「数学への関心・意欲・態度」や「数学的な見方や考え方」を評価することもできるようにしています。

○「基本のたしかめ」では，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を配置し，評価規準の「おおむね満足できる」に対応できるようにしています。また，各問題の横に，確認している内容と該当ページを示し，生徒自身が自己評価できるようにしています。

○「章末問題」では，評価規準の「十分満足できる」にも対応できるようにしています。
○MathNaviブック(別冊)には，「基本のたしかめ」，「章末問題」，「力をつけよう」，「数学広場」の解答を掲載し，自己評価や相互評価ができるように配慮しています。
	→1年本冊p.211，2年本冊p.158，3年本冊p.160等
→1年本冊p.132，2年本冊p.30，3年本冊p.36等

→1年本冊p.133-134等

→1年別冊p.44-56，2年別冊36-48，3年別冊p.46-64

	中学校の内容を過不足なく履修でき，高等学校入学試験への対応が配慮されているか。
	　基礎的・基本的な内容が定着できるように展開するとともに，総合的な力も養えるように配慮しました。
	○基礎的な内容から応用的な内容まで定着がはかれるように工夫しています。さらに，「3年間のまとめの問題」に「総合問題」を位置づけ，各領域の内容を融合した問題も掲載しています。
○「身のまわりへひろげよう」，「千思万考」では，基礎的な知識・技能を活用する場面を設け，思考力が高まるよう配慮しています。
	→3年本冊p.229-230
→1年本冊p.165，3年本冊p.108等


６．今日的課題と創意工夫

	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	小中一貫(小中連携)，中高一貫など小中高の関連に配慮した学習内容が工夫されているか。
	新しい学習の導入を丁寧にしたり，小学校の内容を補ったりするなど，小学校とのギャップを感じさせないように配慮しています。また，高等学校の数学につながる内容に対しても興味がもてるよう配慮しています。
	○既習事項をふり返ると効果的な場面には，「ふりかえり」をおき，既習事項をふり返って学習できるようにしています。小学校算数の内容には「算数」を，中学校の内容には学習した学年をつけて，その関連がわかるようにしています。

○空間図形の導入では，いろいろな建物を立体図形として抽象化してとらえていくことを扱い，中学校の学習につなげるようにしています。

○各章の関連する既習の内容をMathNaviブック(別冊)「学びをつなげよう」で取り上げ，特に小学校算数の内容を充実させ，学び直しができるよう工夫しています。

○「数学広場」の中に，違った見方でみたり，さらに深めたりする「ひろがる数学」を設けました。発展マークをつけた課題では，学習指導要領の範囲を超える内容を扱っています。高等学校との関連が深い箇所では，「さらにひろがる数学」で先につながる内容を紹介しています。
	→1年本冊p.159，2年本冊p.142，3年本冊p.187等
→1年本冊p.166-167

→1年別冊p.26-27，2年別冊p.24-25，3年別冊p.28-29等

→1年本冊p.248，
2年本冊p.190-191，
3年本冊p.240-241等

	特別支援教育など，多様な生徒の特性に応じて，指導，学習ができるよう配慮されているか。
	　すべての生徒に使いやすい教科書を目指して，レイアウトやデザインについても配慮しています。
	○教科書全体の文章表記については，単語の途中での改行を避け，意味や文節による改行を行い，文章の意味が理解しやすくなるようにしています。
○例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにしています。
	→教科書全体
→1年本冊p.87等

	インクルーシブ教育システム充実の観点に則り，「合理的配慮のための基礎的環境整備」に配慮しているか。
	　すべての生徒が平等に教育を受けられるような環境が整備できるよう配慮しています。
	○拡大教科書を用意し，すべての生徒が支障なく学習できるようにしています。
○指導者用デジタル教科書，学習者用デジタル教科書を用意しています。
	

	コンピュータ・情報通信ネットワークの活用，電卓の活用，情報リテラシーやモラルに配慮したICT教育について工夫されているか。
	電卓の扱いについても，指導の効果を高める場面で積極的に取り上げています。また，インターネットなどの情報通信ネットワーク活用やコンピュータの活用などICT教育と，数学を関連させて取り上げています。
	○各学年で，電卓を使うことが望ましい場面では，電卓マークをつけて示しています。

○ICTの積極的な活用を促すため，「ICTの窓」を用意するなど，紙面にコンピュータの利用を促す工夫をしています。
○ICT教育をサポートするため,指導者用デジタル教科書,学習者用デジタル教科書を用意しています。
	→1年本冊p.124等
→1年本冊p.201，249-251等

	家庭学習など生徒の自主的，自発的な学習が促され，学習習慣が身につくよう工夫されているか。
	　家庭学習も行いやすいように教科書の構成を工夫しています。
	○「力をつけよう　くり返し練習」では，関連する本編の「問」のページ番号を示し，家庭などでも復習しやすいようにしています。
○MathNaviブック(別冊)の「学びをつなげよう」，「学びをいかそう」については，自発的に学習が進められるよう，問題とその解説，調べた内容を記載しています。

○本冊の「基本のたしかめ」，「章末問題」，「力をつけよう」，「数学広場」の解答を，MathNaviブック(別冊)に掲載し，自主的な学習に取り組めるよう配慮しています。解決の糸口が見つけにくい問題には「考え方」も示しています。
	→1年本冊p.223等
→3年別冊p.24-25，26-27等

→1年別冊p.44-56，2年別冊36-48，3年別冊p.46-64

	道徳教育

基本的人権の視点からの内容が配慮されているか。
	社会的な人権差別や性差別などを助長することがないように，同和や色弱などの観点でも専門家に意見を伺いながら教材を選定しています。
	○男の子，女の子のキャラクターの登場回数やその役割には，大きく差が出ないようにし，性差別を助長することがないように配慮しています。

○色彩はCUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の個人差を問わず，色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な配色をしないなど，すべての生徒が見やすくなる配慮をし，NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構(CUDO)の認証を取得する予定です。
	→教科書全体
→1年本冊p.119，2年本冊p.155，3年別冊p.42等

	道徳教育

規範意識を高め，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画しその発展に寄与する態度を養う工夫がされているか。
	生徒一人ひとりが他人を尊重しながら，互いに協力し，学習を進めていけるよう配慮しています。
	○各学年の巻頭に，「学習の進め方」を設け，これから数学を学習していく上で，大切にしたいことや，ノートのまとめ方の工夫など，その心構えを意識できるように工夫しています。
○「ボランティア活動」，「車いすバスケットボール」，「点字」，「バリアフリー新法」等の題材を設定し，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画する意識を養えるようにしています。
	→各学年本冊p.6-11
→1年本冊p.80-81，2年本冊p46-47,49,202-203，3年本冊p.180

	道徳教育

生命尊重及び自然を尊重する精神,環境保全に寄与する態度を養う工夫がされているか。
	自然環境に関する題材を適宜取り上げることで，自然環境の保全に寄与する態度の育成がはかれるように工夫しています。
	○「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」等の題材を設定し，自然を敬う気持ちを培ったり，自然環境の保全を考えたりできるように配慮しています。

○「素数ゼミ」の発生周期を考えることで，生命の尊さを感じられるようにしています。
	→1年本冊p.53，249-251，3年本冊p.113，3年別冊p.42-43

→3年本冊p.30

	伝統と文化を尊重する態度が育成できる内容になっているか。
	日本の伝統文化に関連する題材を用意し，我が国と郷土を愛する心が育めるようにしています。
	○「さっさ立て」，「塵劫記」，「日本の文化と数」，「算額」等の題材を取り上げ，日本の伝統のよさを感じ取れるように配慮しています。
	→2年本冊p.55，131，2年別冊p.34-35，3年本冊p.256-257等

	グローバル人材の育成につながる国際理解の推進のために役に立つ内容になっているか。
	　他国の文化や地理に関する題材を紹介し，国際社会への理解が深まるように配慮しています。
	○「リオデジャネイロオリンピック開会式会場」，「時差」，「フィンランドの伝統工芸ヒンメリ」，等の題材を取り上げ，他国の文化や国際社会への理解が深まるようにしています。
	→1年本冊p.149，252-253，1年別冊p.28-29等

	総合的な学習の時間，他の教科等との関連が必要に応じて取り上げられているか。
	　他の教科で学習する内容を，数学を使って考えたり，探究的な学習のテーマとしても取り上げたりできるような題材を取り上げています。
	○MathNaviブック(別冊)「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識を総合的に活用できるようなテーマ例を示しています。

○「台車の運動を調べよう」，「全身が映る鏡の大きさ」など，理科を中心に，社会，保健体育，技術・家庭，美術など他教科と関連する題材を取り上げています。
	→1年別冊p.38-43，2年別冊p.32-35，3年別冊p.40-45
→3年本冊p.98，148-149等

	職業との関連を重視し，生徒の発達に応じた勤労観・職業観を育み，キャリア教育についての工夫がされているか。
	職業や生活と関連する題材も豊富に取り上げるようにしています。
	○「博物館の入場者数」，「ナースウォッチ」，「盗難保険のしくみ」等，職業や仕事に関する題材を設け，職業や勤労への意識が高まるよう工夫しています。
○MathNaviブック(別冊)「数学を活用している人たち」で，職業と数学との関連を紹介することで，勤労を重んずる態度を養えるようにしています。
	→1年本冊p.47-49，130-131，2年本冊p.204-205

→1年別冊表紙裏-p.1，2年別冊表紙裏-p.1，3年別冊表紙裏-p.1

	環境教育やエネルギー教育，ESD（持続可能な開発のための教育）について配慮された内容になっているか。
	持続可能な開発のための教育(ESD)を推進するという観点から，環境の保全に寄与する態度を養うための教材を意図的に扱っています。
	○「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」等の題材を設定し，自然環境の保全を考えたりできるように配慮しています。
	→1年本冊p.53，249-251，3年本冊p.113，3年別冊p.42-43



	自然災害や防災・減災教育に関する内容は適切か。
	　防災・減災教育に関する内容も意図的に取り上げ，その意識を高められるようにしています。
	○「緊急地震速報」，「資料から防災を考える」等の題材を設定し，数学の学習においても，防災・減災の意識が高まるようにしています。
	→1年別冊p.20-21，32-33


７．資料

	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	図や写真・図版，コラム等は適切で使いやすく，生徒の理解と学習効果を高められるようになっているか。
	必要な場面で，図や写真，コラムなどを配置し，生徒の学習意欲が高まり，理解が深まるように配慮しています。
	○数学が使われている場面を学習内容と関連させて写真で紹介したり，本文の説明を補うための説明図や表を効果的に使ったりして，学習の理解を助けるようにしています。

○コラム「数学展望台」を適宜設け，学習意欲が高まるようにしています。
	→1年本冊p.83，192，3年本冊p.18等
→1年本冊p.90，2年本冊p.166等

	統計資料，目次，索引などは，必要に応じて利用しやすいように配置されているか。
	統計資料，目次，索引は見やすく使いやすいように工夫しています。
	○目次は使いやすいようにシンプルにし，なおかつ，「数学展望台」，「身のまわりへひろげよう」，「千思万考」の内容が一目でわかるようにしています。
	→各学年本冊p.2-3

	資料は正確で，新しいか。
	教科書に引用されている資料や写真は可能な限り最新のものを使用しています。
	○資料や写真は，生徒に馴染みやすいものを選び，正確で新しいものを用いています。
	→教科書全体


８．表記・表現
	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例
	該当ページ

	文章表現や漢字・かなづかい・用語・記号・計量単位・図版・写真などの表現は，論理的でわかりやすいか。
	文章表現は，できるだけ簡潔明瞭で，やさしく読めるようにしています。また，むやみに多くの用語・記号を取り上げることはせず，ことがらや関係などを明確・簡潔に表すのに有効なものに厳選しています。
	○全学年とも「～します」「～表しなさい」という表現を中心にし，生徒の心情を考慮してやわらかい表現にしています。また，例やまとめ，命題などでは「～である」という表現にし，教科書全体を通してメリハリをつけて読みやすく工夫しています。
○絶対値，因数，不等号 (＞，＜，≧，≦)，有理化等，厳選した用語や記号については，適切な場所で説明するとともに，その後の使用場面で意識して使うようにしています。
	→教科書全体
→1年本冊p.19等

	文字の大きさ・字間・行間・書体などは適切でユニバーサルデザインに配慮されて，わかりやすいか。
	文字の大きさや，字間，行間，字体などは，見やすく読みやすいように配慮しています。
	○文字の大きさ，字間，字体，文字間について読みやすいように設定しています。

○行間も読みやすいように設定しました。また，区切りごとにまとまりをもたせて読みやすいように工夫しています。
	→教科書全体

	文章・図版等のレイアウト・割付・配色について，多様な生徒にとってわかりやすく見やすいユニバーサルデザインや生徒の発達の段階に応じた工夫が見られるか。
	文章・図版等のレイアウトについてポイントがわかりやすくなるように工夫し，色彩については，全体的に落ち着いた色使いと目にやさしい中間色を基調にしています。
	○本文の文章では，単語の途中での改行を避け，意味や文節による改行を行い，文章の意味が理解しやすくなるようにしています。

○例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにするとともに，用語が定義されているところには緑色のアミをつけ，重要事項のまとめは黒板風に示したりするなど，学習内容やポイントとなる事項がわかりやすくなるよう工夫しています。

○ページの右端に「ホワイトスペース」を設けて，1行の文字数を減らし，読みやすくて見やすいように一定の余白を確保しています。
	→教科書全体
→1年本冊p.87，88，89等

→本冊全体

	多様な色覚への対応に配慮したカラーユニバーサルデザインの考え方を踏まえた編集となっているか。
	　色彩はCUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の個人差を問わず，色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な配色をしないなど，すべての生徒が見やすくなる配慮をしています。
	○図形の線を太くしたり，記号を大きくしたりして，より見分けやすくしています。

○色だけで情報を判別するのではなく，文字情報をつけたり，模様をつけたりしています。

○NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構(CUDO)の認証を取得する予定です。
	→1年本冊p.152等
→2年本冊p.155，3年別冊p.42等
→教科書全体


９．印刷・造本
	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例

	印刷は鮮明か。
	印刷は鮮明で，生徒に親しみやすく，美しいカラー写真を豊富にそろえています。
	○すべてのページで４色刷りを効果的に用い，見て楽しく，生徒が興味と関心をもって学習を進めることができるようにしながらも，不必要なイラストを避けています。

	学習効果のうえで，造本上の工夫はされているか。造本や用紙の耐久性は十分か。
	装丁・紙質がよく，製本がしっかりしており，使用に十分耐えられるようにしています。
	○前見返し，後見返しをつけるなど長期間の使用に耐え得るように，きわめて堅牢に製本しています。

○表紙には厚い紙を使用し，汚れにくくて丈夫な加工を施しています。

○教科書を使った作業がしやすいように，ページを左右いっぱいに開くことができる「あじろ綴じ」製本形式を採用しています。

○MathNaviブック(別冊)は，中綴じ製本ですが，ケガをしにくいよう針金を加工しています。

	体裁がよく，生徒が使いやすいよう配慮されているか。
	　造本についても，生徒が学習しやすいよう工夫しています。
	○本冊は，コア(必修)とオプション(選択)をはっきりと分ける2部構成にしています。

○既習の内容や解答など，本編の内容と見比べながら使えるように，別冊を作成しています。

	印刷，製本において環境やアレルギーへの配慮はされているか。
	印刷・造本において，環境やアレルギーなどにも配慮しています。
	○環境に優しい再生紙や化学物質をおさえた植物油インキを使用するなど，環境やアレルギーなどにも配慮しています。

	供給についての配慮はされているか。
	各学年とも本冊とMathNaviブック(別冊)をあわせて供給いたします。
	○本冊，MathNaviブック(別冊)の表紙に名前欄を設け，大切に使用できるよう配慮しています。また，本冊，別冊のそれぞれに教科書番号を付し，いずれかのみを紛失した際には，個別にも購入できるようにしています。


10．指導資料
	観点
	啓林館「未来へひろがる数学」の特色
	具体例

	教師用指導書は，多様な環境における指導に役立つようになっているか。
	　多様な環境における指導に参考となるよう，指導書を含め資料を充実いたします。
	○教科書の縮刷と解説が入った「朱註編」，各学年のQ&Aや学習指導案などを掲載した「指導研究編」，テスト類などを収録した「コピー資料集」など，毎時の指導に役立つ指導書を発刊いたします。

	デジタル教科書は，学力向上のため効率的，効果的な指導ができるようになっているか。
	効果的な学習が行えるようなデジタル教科書を用意いたします。
	○操作がしやすく，わかりやすいインターフェイスの指導者用デジタル教科書と学習者用デジタル教科書を用意します。効果的な場面で有効なコンテンツを準備いたします。
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